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我 が 国 に お け る 酪 農 ・ 乳 業 の 重 要 性
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生 乳 需 給 に お け る 乳 製 品 の 役 割
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○ 北海道は、自然条件に応じて地域ごとに特色ある農業が展開されている。

耕地面積26万ha(道ｼｪｱ23%)
・酪農を中心とした農業を
展開。

道東/道北地域（酪農）

道央地域（米+畑）

耕地面積39万ha(道ｼｪｱ34%)
・稲作を中心に畑作・野菜
などの農業を展開。

道南地域（米+畑）

耕地面積8万ha(道ｼｪｱ7%）
・稲作を中心としつつ、果
樹など多様な農業を展開。

道東地域（畑作+酪畜）

耕地面積42万ha(道ｼｪｱ37%)
・畑作での輪作と酪農が中
心の農業を展開。資料：農林水産省「作物統計」、「生産農業所得統計」、

「耕地及び作付面積統計」、「牛乳乳製品統計」

北 海 道 に お け る 農 業 形 態

生 乳
産出額(H29)：3,713億円

（全国1位）

生産量(H29)：389万ｔ
(全国ｼｪｱ:53％)

牛乳及び乳製品の原材料。
主に道東・道北の酪農地帯で生産。
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機密性○情報		○○限り
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機密性○情報		○○限り
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機密性○情報		○○限り






酪 農 に お け る 労 働

○ 酪農経営における労働時間は、他の種類の家畜や製造業と比べ長い状況。

○ このような状況を踏まえ、労働時間の削減に向け、①飼養方式の改善、②機械化、③外部化等
の取組を推進。

○ 機械化については、搾乳※や給餌作業の負担軽減等に資する機械装置の導入を支援。

※乳を人為的に人手及び機械で体外に取り出すこと

○１人当たり年間平均労働時間（平成29年）

酪農
肉用牛
(繁殖)

肉用牛
(肥育) 養豚 製造業

2,237 1,568 1,816 2,093 2,053

資料：農林水産省「営農類型別経営統計」、
厚生労働省「毎月勤労統計」より算出

【参考】酪農の主な作業の種類

作業名 作業内容

搾乳
搾乳準備（乳頭消毒等）、搾乳作業、
機械機器洗浄作業

牛舎管理 除ふん、敷料入れ、清掃

繁殖管理 発情観察、受精、分娩介護

飼料給餌 飼料給与、放牧誘導

育成牛※

管理
ほ乳、飼料給与、清掃

牧草等生
産

施肥・土壌改良資材等散布、刈取り、
梱包、運搬、収納

その他 堆肥管理、除雪

※誕生直後～初回の分娩前の牛

○労働時間の削減に向けた取組

（1）飼養管理方式の改善
・つなぎ飼いからフリーストールへの変更、放牧

（2）機械化

・搾乳ロボット、ほ乳ロボット、自動給餌機械、餌寄せロ
ボット等の導入

（3）外部化
・キャトル・ステーション(CS)、キャトル・ブリーディング・ス

テーション（CBS）、TMRセンター、コントラクター、酪農
ヘルパー ４



国 の I C T に 関 す る 酪 農 畜 産 分 野 に お け る 方 針 等

畜産分野における取組

○ 畜産分野では、それぞれの生産工程において最新の機械が開発・導入されており、現場への更なる普及を推進。
○ 今後、各機関が個別に保有する牛の生産関連情報を、全国レベルで一元的に集約する「全国版畜産クラウド」を構築
するとともに、生産者、民間企業等が利用できる体制を整備。

繁殖管理の省力化

遠隔監視による発情・分娩検知自動給餌器・餌寄せロボット 自動搾乳ロボット・搾乳ユニット運搬装置

飼料給与の省力化 搾乳作業の省力化

ビッグデータ

個体識別情報

乳量・乳成分

疾病履歴

人工授精情報

生産関連情報デ
ー
タ
連
携
・共
有

最
新
機
械
の
普
及

〇 生産者が、「全国版畜産クラウド」を介し、経営改善に有用な情報をｽﾏｰﾄﾌｫﾝ等で簡単に見える仕組みを作る。
〇 民間クラウドも「全国版畜産クラウド」の情報を取り込めるよう、連携するシステムを作る。

《 2020までに今後更に進めること》

労
働
時
間
の
削
減
・生
産
性
の
向
上

全国版畜産クラウドシステム
による一元集約化

疾病の早期発見、予
防など高度な経営アド
バイスを受けることが
可能。

民間クラウド＋ＡＩ

最終的に目指す姿

平成30年３月７日 「未来投資会議構造改革徹底推進会合「地域経済・インフラ」会合（農林水産業）(第８回)」配布資料より抜粋

〇 ６月21日、「経済財政運営と改革の基本方針2019（通称、骨太方針2019）が閣議決定され、農林水産業の
活性化として「『農業新技術の現場実装推進プログラム』（「実装プログラム」という。）に基づき、制度的課題へ
の対応も含めた技術実装の推進によるスマート農業の実現等により競争力強化を更に加速させる」とされた。

〇 また「実装プログラム」は６月７日に総理大臣を本部長とする農林水産業・地域の活力創造本部で了承さ
れたが「労働力不足が顕著な酪農・畜産分野では、搾乳ロボットや発情発見装置の実装を推進」することと
併せて、「全国の生産関連情報を一元的にデータベースに集約し、データに基づく高度な経営アドバイスを
提供する体制の構築を推進」することとされた。

＜参考＞

※ 全国版畜産クラウドは平成30年10月から稼働（https://www.lcn00.liaj.jp/chikusan-cloud/） ５

https://www.lcn00.liaj.jp/chikusan-cloud/


システムのアップデート等のメンテのため高速回線が必要

携帯電話等の通信網が必要

ICTやロボット技術の活用等による酪農の生産性の向上、省力化の推進
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ス マ ー ト 農 業 技 術 カ タ ロ グ

○ 農林水産省HPでは「スマート農業技術カタログ」をHPで掲載しています。

現在開発・販売されているスマート農業技術については、こちらをご確認く
ださい。

http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/smart_agri_technology/smartagri_catalog.html
ホーム > 農林水産技術のホームページ > スマート農業技術カタログ

【HP掲載ページ】
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http://www.hmrt.or.jp/websystem ⇒ 携帯電話等の通信網が必要 ８



（調査項目１）農家世帯における超高速ブロードバンド（光ファイバ）整備率の算出

農家世帯における超高速ブロードバンド（光ファイバ）整備率（面積比）

北海道全体では５１．６７%

整備率：光ファイバ利用
可能農地面積率

調査結果

離島

「筆ポリゴン：農地区画情報」の全農地に対して、「超高速ブロードバンド整備状況データ」との突合
により、光ファイバ（FTTH）利用可能世帯数あり(>0)と判定された農地の割合を算出。

平成３１年３月１３日
北海道農業ICT/IoT懇談会報告書より抜粋北海道内の酪農地域（道東、道北）の通信環境を見ると･･･
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